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研究成果の概要（和文）：乾癬、アトピー性皮膚炎、皮膚リンパ腫を中心とした皮膚疾患におけるキャピラロス
コピー像の臨床的意義の検討を行った。 アトピー性皮膚炎と皮膚リンパ腫においては昨年時点でアトピー性皮
膚炎においてもNFB像および毛細血管異常がみられたことから、改めて「皮膚疾患におけるキャピラロスコピー
所見の検討」として倫理委員会の承認を受けて検討を行うこととした。アトピー性皮膚炎および皮膚リンパ腫の
血清検体を集積した。 
EASIスコアや皮膚リンパ腫の病型との相関との関連を調査している他、血清サイトカイン値（IL-17A、IL-23、
TNFアルファ）の測定を予定している。 

研究成果の概要（英文）：The clinical significance of capillaroscopy images in skin diseases, 
particularly psoriasis, atopic dermatitis, and cutaneous lymphoma, was reviewed. Since NFB images 
and capillary vessel abnormalities were observed in atopic dermatitis and cutaneous lymphoma as of 
last year, we decided to conduct the study again as “Investigation of capillaroscopy findings in 
skin diseases” with the approval of the Ethics Committee. Serum samples from atopic dermatitis and 
cutaneous lymphoma were collected. 
We plan to measure serum cytokine levels (IL-17A, IL-23, and TNF alpha) in addition to investigating
 their association with EASI score and correlation with cutaneous lymphoma types. 

研究分野： 皮膚科

キーワード： 乾癬　アトピー性皮膚炎　皮膚リンパ腫　キャピラロスコピー　Nail fold bleeding
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研究成果の学術的意義や社会的意義
キャピラロスコピーは、全身性強皮症の診断補助などの目的に使用されてきた、外来で施行可能な検査の１つで
ある。乾癬については、東京大学医学部附属病院の研究チームと協力し、毛細血管異常の有無およびNFBの有無
によって乾癬性関節炎の発症を予測できること、毛細血管数とNFB数が血清の炎症性サイトカイン濃度と相関す
ることを明らかにした。アトピー性皮膚炎および皮膚リンパ腫に関しては、一部の症例で毛細血管の異常および
NFBが確認されることを明らかにした。皮膚疾患におけるキャピラロスコピー所見の異常が、各疾患の診断、分
類、治療方針、予後予測に有用であるかを検討している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

キャピラロスコピーは毛細血管を観察することが可能な検査法の１種である。キャピラロスコ

ピーで観察される巨大な毛細血管の存在、毛細血管の喪失、その他の形態学的異常が,膠原病に

関連しないレイノー症状（primary Raynaud）と比較して全身性強皮症によるレイノー症状の特

徴といわれている(Figure 1)。キャピラロスコピーで観察される全身性強皮症を示唆するこれ

らの異常は、近年全身性強皮症の診断基準項目にも組み入れられた。そのため膠原病診療を施行

する医師はこれらのキャピラロスコピーで観察される異常を重要視している。 

 

Figure 1. キャピラロスコピーで観察される爪甲郭の毛細血管異常 

全身性強皮症では病期ごとに特徴的な毛細血管異常が観察される。 

近年キャピラロスコピーで観察される毛細血管の異常は、全身性強皮症だけでなく乾癬でも観

察されることが報告されている。乾癬は自己免疫が関与する炎症性疾患といわれており、肥満や

メタボリックシンドローム、心血管疾患に関与するといわれている。乾癬では炎症性の樹状細胞

が IL12、IL23、TNF アルファなどの炎症性サイトカインを産生することによってリンパ球を特定

の方向に分化させていると考えられている。これらの刺激によって分化したリンパ球は、Th1 や

Th17 とよばれるサブセットに分化するといわれている。そのため乾癬の病態においては Th1 お

よび Th17 が重要な役割を果たすと考えられている。近年 IL17 レセプター抗体であるブロダル

マブが乾癬に加えて全身性強皮症の PHASEⅠ試験を終え、全身性強皮症に対する追加承認を受け

る予定である。このことから、キャピラロスコピーで異常が見られる両疾患には、Th17 が産生

する IL17 が重要な役割を果たしていると考えられている。このことからキャピラロスコピーの



異常が見られる疾患は、Th17 が重要や役割を果たす疾患と仮説を立てた。 

皮膚 T 細胞リンパ腫（cutaneous T-cell lymphoma; CTCL）はヘルパー(CD4+)T 細胞による悪性

腫瘍といわれている。CTCL の悪性 T 細胞は抗原提示細胞などから受ける刺激によって、Treg や

Th17 のような特徴をもつことが示唆されている。そのため CTCL でも、キャピラロスコピーによ

る異常が観察される可能性があるが、過去の文献で観察を行った先行報告はない。 

また、全身性強皮症においてもキャピラロスコピーによって観察される Nail fold 

bleeding(NFB)数および毛細血管数に関して検討を行った論文はほとんどない。これは動画で撮

像したものをプリントアウトしたあと手作業でつなぎあわせてカウントしていることにより、

膨大な労力が発生しているためと考えられた (Figure2)。 

 

Figure 2. 以前までは動画から切り出した画像を特徴的な血管をメルクマールとして手作業で

つなぎ合わせていた。 

研究代表者は、大学院生時代に東京大学医学部附属病院において、キャピラロスコピー動画を撮

像したものおよび撮像したデータがあったものを利用して、深層学習をもちいて NFB カウント

ツールおよび毛細血管カウントツールを作成した。 

NFB カウントツールおよび毛細血管カウントツールを用いて、全身性強皮症の間質性肺炎の重症

度と NFB 数、毛細血管数に相関があることを明らかにした。また毛細血管数、NFB 数が少ないほ

ど、全身強皮症に特徴的な臨床像を認めやすいことも明らかにした。また、抗 topoisomeraseⅠ

抗体の自己抗体価と NFB 数、毛細血管数が逆相関することも明らかにした。 

２． 研究の目的 



本研究では乾癬における NFB 数および毛細血管数が乾癬の臨床像（PASI スコアや関節症状の有

無など）と相関するかどうかを検討することと、CTCL においてキャピラロスコピー像の異常が

見られるかを明らかにする。 

乾癬の重要な合併症の１つとして乾癬性関節炎がある。近年乾癬患者において疼痛や指の腫脹

はなく、画像の異常のみが検出されることがあることがわかってきた。これらは乾癬性関節炎の

早期段階と考えられており、治療ターゲットとして注目されている。一方で皮膚科で、CT や MRI

が撮像可能な施設はほぼ大病院に限られ、Xp 画像や超音波検査も皮膚科クリニックで取り扱い

があるクリニックは稀である。一方で毛細血管の拡張や毛細血管の消失、NFB の有無は皮膚科医

の必携品の１つであるダーモスコピーでも熟練した医師であれば評価可能である。このことか

ら尋常性乾癬患者において毛細血管異常、NFB の数の評価を行うことにより、乾癬性関節炎の早

期発見に繋がる可能性がある。また、乾癬性関節炎の評価には、疼痛という定量化しがたい指標

が用いられている。乾癬性関節炎の評価には、CT やレントゲン画像を撮像する必要があるが、

被爆の問題もあるため頻回には撮像できない。乾癬性関節炎の重症度とキャピラロスコピーで

観察される毛細血管や NFB 数に関連があれば、CT やレントゲンの代替検査となりうる可能性が

ある。アトピー性皮膚炎と CTCL はしばしば鑑別に難渋し、診断には皮膚生検が必須と考えられ

ている。アトピー性皮膚炎と比較して CTCL にキャピラロスコピーの異常があることがわかれば、

CTCL を疑う際のメルクマールになる可能性がある。 

３．研究の方法 

通常の外来診療時にキャピラロスコピーをもちいて手の爪の毛細血管異常を観察する。通常の

採血検査と同じ要領で末梢血を 10～20ml 採血し、その一部を本研究用に使用する。 

研究のデザイン 

キャピラロスコピーで得られた動画および画像データを研究代表者が独自開発した毛細血管カ

ウントツールおよび NFB カウントツールをもちいて処理し、１爪あたりの毛細血管数、NFB 数を

カウントする。これらのまた、研究代表者が得られた画像を評価し、各毛細血管異常を全身性強

皮症で使用されている毛細血管異常分類を用いて分類する。得られた毛細血管数、NFB 数、毛細

血管異常分類が、得られた血清で測定した各種炎症性サイトカインなどとどのように相関する

かを検討する。 

４．研究成果 

東京大学医学部附属病院皮膚科深澤医師と協力し乾癬において観察される NFB および毛細血管

異常が乾癬性関節炎の予測因子になることを報告した。(Figure 3) 

また菌状息肉症、アトピー性皮膚炎患者においても NFB および毛細血管異常が観察されること

を明らかにした。(Figure 4) 



 

Figure 3. 乾癬においてみられる NFB および毛細血管異常は乾癬性関節炎の予測因子となる可

能性が示唆された。 

  

Figure 4. 菌状息肉症（左）およびアトピー性皮膚炎（右）におきても NFB や毛細血管異常が

観察される。 

引き続き菌状息肉症およびアトピー性皮膚炎において観察される NFB および毛細血管異常の臨

床的意義について検討を行っている。 
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